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淡水産コペポダに着生するー藻類

事11 谷 平*

T. KI¥MIYA: An Epizoic Alga upon Members 

of the Fresh.water Copepoda 

'在学afは前lζカワエピのrp)1没上及び[tJ.!部に着生する説i知について「北陸の

植物Jtn 8巻第 H当で報告したが，その後微小な淡水底コペポダ (Copepoda)

lζJE生する藻却を採集して制べた結栄 IJ本では米記鉢駆と忠われるのでこ

とに報告する。
ろぐしょ

採集した池は愛知山!.Yij111奇甘Jrpj大寺IIIJ，文化財指定の/に所神社のi党内に近

按する古い貯水池で，広さは約 40x60m，深さ1-2mくらいである。 水は

花尚岩自決砧M台地の山地の前水を利JlJした水田から流れる水といくらか住

宅からの下水が乙の池に年I:IJ流れこみ，一定の水位を保って排水さ れ，干上

がると とも底上をかき上げると ともない池であ る。 pH.6.8-7.4，水色は春か

らF;kにかけ総褐色でこ のl時期には動物性，植物性のプランク トンが別合に多

し、池である。

乙の)G生誌を始めてよLたと き は 1~55 年 9 月 多数の動物性プラシクト γ

の l ドi(ζ料色のものが混って勘泳していたが調べる機会を符なかった。その~

41・19561，1:.9月 14U好機を得て再び採北もして制べた結以 Fig.1a， b IC示し
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たようにプラ γ クトンの叩波百i上に治生し，校分れをしたゼラチ;/11の柄の

各先端l乙1個ずつの濃緑色の細胞がついている着生性の藻ftiであることが分

った。 乙れはゼラテジ質の柄のある緑言語類の Hormotita， Phyllobiu.m や

ρtmoゆhococcu.s，封緑藻類の Myschococcus，Uroglena eustylisなどとは全

く似合わず，むしろ Copepodaその他の叩波知lE772生する乙とが知lられてい

るポノレボックス科の Characiochlorisや Ch.lorangu.mt(とf以ているが papilla

のないととと収縮胞のはっきり見えない点などが異なり， ミドリムジ知のゴ

ラνクム属 (Colacium)Iζ該当すると忠われる。

Colaciumの分類位置はミ ドリム ν類 (Euglenophyta)で，FRl'IちCH(1948) 

はミドリムジ科 (Euglenaceae)に，SMITH (1950)， BEGER (ENGLER) (1954)は

コラ ν ヲム科 (Colac iäceae) においている F~~1¥fiで，後lζii.sべるような結来か

らff生性泌類の Colaciumarbuscu.la STE1N (1878)であると同定した。元米

ミド P ム ν~~iの多くは単ð1\llff泳するものであるが所生するものは少なく ， ミ

ド日ムジ矧20余属¥:1:¥Ascoglenaと Colaciu111の2kr~のみである。 AscogleuC/

は単独尾げli附活性であるが Colacium は長い ~vf.u状の柄の :(r~t "おに倒 ~l ， 11[1 

ちlIJi点やべん毛の位置が机につく )7にあ

って1ir体となる特殊な蕊獄である。乙の

属は世界で 41'ill知lられているが柄の長

さ，細胞の形，大きさ，コロニー の制胞の

数などで区別されている。 C.arbuscula 

は欧米ともに注し，淡水庄の動物件プヲ

γ クト γの Cyclops，Copepods， l~otifers 

その仙の微小な I j"I 殻~ri のイ本上に j772iiする

乙とがう司iられている。 しかし，FI<ITSCH 

は淡水路の体表にもjrf生する ζ とを述べ

ている。また，]OHNSON (1934)は.r-i7ぅ1¥し

て核及び発行の状態を報告している。

ん医者の淵べた試料は動物性プラ γク

Fig. 1. Col日C't1ιηLa?'bllSC1Ua 
STEIN; a， b， dendroid colo. 
nies， c， d， di巴hotomously

bran巴hedgelatinous stalks. 

トγの殆んどが Copepodaで，それにノ ープ リクス幼虫と輸出がまじってい

た。このうち緑色に見えたプラジグ トγ は Copepodaの Cyclopsの一利で

その尾部附近に Colaciurnが抗生し，そのJtY{+:は Fig.1(ζ阿示したとおりで

ある。観察に当つてはlm微銑下でプラシク トγが動かないようにホルマリン
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で|国定して見るが，長く叶えておいた試料では細胞が断脱 しやすいために常

!こ新しく 採集する必要がある。

SKUJA (1948)と TIFFANY(1951)は常JiJlIζ見られるミドリムジl乙似た形態

を開示して\\艮点， 緊縁体，収~ifij胞やべん毛をよく矧然している。 市計は Fi g. 1

の a，b (ζ見られるようにパラミロシ (paramy!on)Iζ 満たされて架緑イみや \IJ~

点は見にくく ，丁度ミ ドリ ムνの包袈状態を忠わせる細胞であったが，乙れ

はミ ドリムνを観察するときによく見られる現象である。約l胞の大きさは人(1，

Jiv;の測定では l隔 10~14/1， 長さ 14~24μ の構円休でーある。 SKUJA の測定で

は 7~13x 16~23μ で 111係等しい仰l であるが PRFSCO'lマは 8~10 x 12~16/1 で

やや小怠い測定仙.を示している。ゼラチンの柄は門中t状で径約 3.5μ，1泊以状

で又生し (Fig.1 C， d)，その節問の長さ は和11胞の長 さ牧であ る。 ゼラチ γの

柄のjIf生基告[5は械色であるが (Fig.1 b)， 乙れは水間変化欽ーが~Nù したためと

云われている。

なお，乙のm生115はその後句作 9JJ 111，下勾，10刀上何lζ兄られるが作

によっては多少があり ， ζ のH寺WJにだけ Copepodaの休 !こにffEliElf-許可をする

と思われる。また宿主プラシク トジについて精査すれば Copepoda以外にも

J77生するものと ，思われる M

以上今まで判資した結果を述べ 11木新庄柿として限告する。

Summary 

Author co¥lected and investigat巴dColαc'iu.rnα?・busculαSTETNwhich wel'e 

growing upon Cyclops sp. found in a smal¥ pond at Okazaki City of Aichi 

Prefe巴turein Septembel'， 1956. This alga was newly found in Japan. 

The all cells in a d巴ndγoidcolony w巴l'efil¥ed with a number of paramylon 

granules， just as in the cas巴 ofresting stage of Et~g:e nα (Fi g. 1 a， b). These 
vegetative cells are ellipsoid， 14-2411 in length and 10-14μ in width and th巴

dichotomol1s1y bl'anched gelatinous stalks al'e about 3.5μin diameter (Fig. 1 c， d). 
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